
コンクリートポンプ工法におけるスランプフローコンクリートの 

管内圧力損失及び圧送前後の品質変化に関する一考察 

 

千葉工業大学 学生会員 ○池田 信義  千葉工業大学 正会員  橋本 紳一郎 前田建設工業 正会員  南 浩輔 

千葉工業大学 学生会員    渡邉 大河    清水建設 正会員  根本 浩史    東海大学 正会員 伊達 重之 

千葉工業大学 学生会員  花咲 魁人    清水建設 正会員  浦野 真次    鹿島建設 正会員 坂井 吾郎 

 

１．はじめに 

現在，コンクリートの圧送に対する品質の変化に

ついて，土木学会のコンクリートのポンプ施工指針
1)[2012 年度版]（以降ポンプ指針とする）では施工条

件に応じたスランプの低下の目安が規定されている．

この目安では，打ち込みの最小スランプが 12cm 未満

の場合と 12cm 以上の場合において，圧送前後のスラ

ンプの低下量を示しているが，圧送前後におけるス

ランプフローの低下量の目安は記載されていない． 
また，近年の国土交通省が掲げる生産性向上や施

工性改善の観点から，JIS A 5308 の普通コンクリート

にスランプフローの規格が追加された．その中で土

木学会では，「締固めを必要とする高流動コンクリー

ト」として，配合設計や施工技術に関する様々な検討

および報告 2)を行っている．このスランプフローで

管理するコンクリートは，今後の更なる利用拡大が

考えられるが，スランプフローで管理するコンクリ

ートを圧送した実績や実験的検討はあるものの，圧

送前後における品質の変化については，目安が示さ

れていないことが現状である．そこで本研究では，ス

ランプフローの範囲と，土木学会が検討している締

固めを必要とする高流動コンクリートの範囲を，文

献調査を基に圧送前後の品質変化や，圧送計画に必

要となる管内圧力損失の目安について調査を行い取

りまとめることとした．  
２．文献調査の概要  
調査対象は，土木学会，日本建築学会，日本コンク

リート工学会およびセメント協会において発表され

た，コンクリートポンプ工法で配管を使用した圧送

やブームを使用した圧送の文献のうち，スランプフ

ローで管理するコンクリートに関する文献とした．

キーワードはポンプ圧送，圧送前後，圧送性の 3 つ

で調査を行った．このうち本調査対象となる文献は

48 編であった．調査したデータを表－1 に示す．水

平換算距離については文献中に表記がないものはポ

ンプ指針 1)の換算方法に準拠し算出した値を用いた．

管径は 125A(呼び寸法 5B)，水セメント比の範囲は

35~60%，単位粉体量の範囲は 260~600kg/m3程度，細

骨材率の範囲は 38~55%，スランプフローは 300mm
～800mm 程度を主な対象として取りまとめを行った．

管内圧力損失については対象の文献中に記載のある

もののみを抜粋し，水セメント比ごとに取りまとめ

を行った． 
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表－1 全配合のデータ数 

 スランプフロー
の区分

水平換算距離の区分 スランプ
スランプ
フロー

空気量

50m未満 3 6 6

50m以上150m未満 12 14 14

150m以上300m未満 16 16 16

300m以上 5 5 5

合計 36 41 41

50m未満 0 6 5

50m以上150m未満 13 26 18

150m以上300m未満 20 27 10

300m以上 6 17 7

合計 39 76 40

50m未満 0 16 14

50m以上150m未満 0 60 24

150m以上300m未満 2 17 1

300m以上 0 7 0

合計 2 100 39

50m未満 0 8 8

50m以上150m未満 0 11 11

150m以上300m未満 0 7 7

300m以上 0 5 5

合計 0 31 31

～400mm

450±50mm

550±50mm

600mm～

図－1 圧送前後のスランプフローの変化 

 

0

200

400

600

800

1000

0 200 400 600 800 1000圧
送
後
の
ス
ラ
ン
プ
フ
ロ
ー

(m
m

)

圧送前のスランプフロー(mm)

SLF:450±50mm SLF:550±50mm

その他   95%信頼区間 

V-433 令和4年度土木学会全国大会第77回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - V-433 -



３．調査結果及び考察  

図－1 に圧送前後のスランプフローの変化につい

て示す．圧送前後でスランプフローが低下したデー

タは全体のうち 70%以上を占めた．低下量の平均値

は 36mm であった．このデータにはばらつきが見ら

れるため，既往の研究 3)を基に信頼度 95%のデータ

を算出し，平均化した．この範囲でのスランプフロー

の低下量の平均値は 36.8mm で，日本建築学会のコ

ンクリートポンプ工法施工指針・同解説 4)のうち，高

強度コンクリートおよび高流動コンクリートの品質

変化の限度目安内に収まる結果となった．図に記載

はないが参考値として，圧送前後のスランプと空気

量の変化量を述べる．圧送前後でのスランプの低下

量の平均値は 1.5cm であり，ポンプ指針 1)の低下限

度目安内に収まる結果となった．また圧送前後での

空気量の低下量の平均値は 0.1％であり，多少減少す

る傾向が見られたが大きく変動することはなかった． 
図－2，3に圧送前後における単位セメント量と水

セメント比ごとのスランプフローの変化量について

示す．単位セメント量ごとの変化量は各範囲におい

て 30mm～40mm 程度であった．それに対して，水セ

メント比ごとのスランプフロー変化量は各範囲にお

いて 35mm～40mm となり，変化量は同程度の値とな

った．よって，単位セメント量や水セメント比は，圧

送前後のスランプフローの変化量に影響が少ないと

考えられる． 
表－2 に本文献調査によるスランプフローの区分

ごとの品質変化の目安について示す．スランプフロ

ーの低下値はおおむね 30mm～40mm 程度となった． 
図－4 に実吐出量と水平管 1m あたりの管内圧力

損失のグラフを示す．水セメント比が 50%程度の管

内圧力損失は日本建築学会のコンクリートポンプ工

法施工指針・同解説 4)のうちスランプ 21cm の管内圧

力損失の標準値と同程度の値となった．このため，水

セメント比 50%程度の圧送であればスランプ 21cm
のコンクリートと同様の圧送が可能である．しかし，

水セメント比が小さくなるにつれ管内圧力損失は高

くなる傾向がみられ，特に 40%を下回る場合ではポ

ンプ指針 1)の 8cm の標準値を上回るものが多く，こ

れらを圧送する場合には、事前に試験圧送を行い考

慮する必要がある． 
４．まとめ  

圧送前後のスランプフローの変化量には，単位セメ

ント量や W/C は影響が少ないことが分かった．また，

圧送前後のスランプフローの低下量はおおむね 30mm
～40mm 程度であった．W/C が 50%程度の範囲ではス

ランプ 21cm の圧送と同程度の負荷で圧送することが

可能であるが，水セメント比が小さいものは事前に試

験圧送を行い，確認する必要がある． 
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図－2 単位セメント量ごとのスランプフローの変化量 

 

図－3 W/Cごとのスランプフローの変化量 
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表－2 圧送距離ごとのスランプフローの変化量の目安 

 

図－4 水セメント比ごとの管内圧力損失 

0
200
400
600
800

1000

0 200 400 600 800 1000

圧
送
後
の
ス
ラ
ン
プ
フ
ロ
ー

(m
m

)

圧送前のスランプフロー(mm)

C<350kg 350kg≦C＜450kg
450kg≦C＜550kg C≧550kg

～400mm 450±50mm 550±50mm

50ｍ未満 ― ― ―

50ｍ以上

150m未満
35 34 36

150ｍ以上

300ｍ未満
40 35 40

水平換算距離
(m)

スランプフローの区分(mm)

V-433 令和4年度土木学会全国大会第77回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - V-433 -


